
「ガイドブック」表紙

「平良港みなとガイド」検討会

供用開始記念式典

着岸第一船の外船クルーズ大型旅客船

「スーパースタージェミナイ号」

　
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
は
、
平
成
十
四
年
度
に
女
性
の
目
か
ら
見
た

「
魅
力
あ
る
港
づ
く
り
」
を
目
的
に
結
成
さ
れ
た
『
平
良
の
み
な
と
女
性
フ

ォ
ー
ラ
ム
』
に
よ
る
提
案
の
一
つ
で
す
。

　
本
提
案
を
受
け
て
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
参
加
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
す
る
有

志
が
集
ま
り
、
企
画
・
編
集
に
関
わ
る
協
議
を
重
ね
作
成
し
た
も
の
で
、「
自

然
と
共
生
す
る
美
し
い
港
」
を
統
一

テ
ー
マ
と
し
、
平
良
港
の
歴
史
・
役

割
な
ど
の
港
に
関
わ
る
基
礎
的
な
知

識
や
、
港
の
利
用
方
法
と
い
っ
た
地

元
の
人
が
実
際
に
使
え
る
情
報
な
ど

に
つ
い
て
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
使

っ
て
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
、
年
齢

を
問
わ
ず
読
み
や
す
い
内
容
と
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
配
布
は
無
料
と
し
、
今
後
、

宮
古
圏
内
の
小
中
学
校
、
官
公
庁
関

係
へ
の
配
付
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の

配
布
等
に
よ
り
、
平
良
港
の
Ｐ
Ｒ
に

努
め
て
い
く
予
定
で
す
。

……………………………………………………………………………………………………………………………………

　
石
垣
港
湾
事
務
所
及
び
石
垣
市
が
、
平
成
九

年
度
か
ら
石
垣
港
本
港
地
区
で
整
備
し
て
き
た

県
内
重
要
港
湾
初
の
水
深
九
ｍ
耐
震
強
化
岸
壁

と
そ
の
背
後
の
港
湾
施
設
用
地
等
が
完
成
し
、

平
成
十
六
年
五
月
に
供
用
を
開
始
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

�

期
待
さ
れ
る
機
能
と
し
て
は
、
幹
線
定
期
フ

ェ
リ
ー
の
大
型
化
及
び
物
流
需
要
の
変
化
や
大

規
模
地
震
災
害
時
等
に
お
け
る
被
災
者
及
び
緊

急
物
資
の
円
滑
な
輸
送
な
ど
に
対
応
す
る
も
の

で
、
石
垣
市
地
域
防
災
計
画
（
平
成
十
年
二
月

策
定
）
に
お
い
て
地
域
防
災
拠
点
と
し
て
緊
急

海
上
輸
送
の
基
地
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
事
業
区
分
は
、
国
が
直
轄
事
業
と
し
て
一
万

五
千
ト
ン
級
の
フ
ェ
リ
ー
が
接
岸
で
き
る
水
深

九
ｍ
延
長
二
百
五
十
ｍ
の
耐
震
強
化
岸
壁
一
バ

ー
ス
、
港
湾
施
設
用
地
二
・
二
ha
、
石
垣
市

が
補
助
事
業
と
し
て
臨
港
道
路
浜
崎
町
線
幅
員

二
十
ｍ
、
二
車
線
を
整
備
し
ま
し
た
。

�

耐
震
強
化
岸
壁
が
完
成
し
供
用
を
開
始
す
る

と
と
も
に
、
台
湾
か
ら
の
観
光
客
を
乗
せ
た
大

型
旅
客
船
「
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
ジ
ェ
ミ
ナ
イ
号
」

が
第
一
船
と
し
て
着
岸
す
る
こ
と
に
な
り
、
五

月
二
十
七
日
（
木
）
沖
縄
総
合
事
務
局
と
石
垣

市
の
主
催
に
よ
る
供
用
開
始
記
念
式
典
及
び
石

垣
市
観
光
協
会
の
主
催
に
よ
る
入
港
歓
迎
式
典

が
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　


